
第５章　Java

ブームが一段落

S1業務システムから家電までJava の本格的な利用が始まる４

1995年にセンセーショナルなデビューを米たした佃ｖａは、

時的なフィーバーが収ま９て川本でも開発ツールが揃いはじ

め、ようやく実川化に向けた動きが始まった　しかし、米国で

はすでに裘務アプリケーションの開発に使われはじめており、

1998年はJa､･ａが人きくブレイクしそうである

プログラミング言語としてのJava

Java はプ ログラミング､i,潛である　ＣやＣ＋＋といった、f謡に

おいて開発行がよく起こしたミスを分析し、これらを排除する

ことでf,淮i性 の高いプログラミングができるように設計されて

いる　 また、オブジェ クト指向を採Jljす ることでII肝|川」性を鳥

めるなど、ビジネスでの利Jljを 考慮した､i 諸であるといえる

Jaｖａでは、プログラムをコンピュータのCP しか1111:接 実行する

のではなく、それぞれのコンピュータトに実装したJaｖａＶＭ

りava Virtual M;ld･ ｉｎｃ）と呼ばれる仮想コンピュータが、バ

イト コードと呼 ばれるプロ グラムを実 行する　 そのため、

JaｖａＶＭを移植すれば、どんなコンピュータllで も同 一のプロ

グラム｛バイトコード｝を実行できる

つ まり、知ｖａを使えば、 】つのプログラムカ气Willdo ｗs、

UNIX ，Ｍａｃｉｌｕｏｓhといった複数の柿煩のコンビュータト.で実

行できるのである　 複数のコンピュータが混在する インターネ

ットにピッタリの､i 謡だといえるだろう　 また、バイトコード

は実行形式のプログラムに比べてサ イズが小さいために、ネ ソヽ

トワークからダウンロードしてくるのにも適している

ＷＷＷサ ーバーからダウンロ ードしてくるプロ グラムを

Λpl〕let gアプ､レ ッド：小さなアプリケーションという意味）と

呼び、このApplet を クライアントで実行する　 しかし、ネット

ワーク耗山であるために111f の特定が邨しく、受け収ったブロ

り 込 ま れ て い る　 叉 務 で 使 う た め の Λ 円 口､p  p 1 i e a t i o n

Progr ａｍ ｍｉｌ以IIlt ｅrｆａｃｅ 】 も 整 い つ つ あ る　 デ ー タ ベ ー ス と の

接 続 の た め の Λ 円 で あ るＪＤ ＢＣ りａｖａ ＤａｌａＢａｓｅ Ｃｏｎｌｌｅｃtiｖity･!、

分 散 環 境 升 ホ ー ト の た め の 鵑I 凵 Ｒｃｍｏte Mdhod hl ｖｏ ｃａtiol止

ＣＯＲＢΛ Ｕごommom ＯｂｊｃｃＩ Ｒｅ叫lc ｓl B 】-ｏｋｅr Λ Γchitｅｃｕlr６ に

対 応 し た､la ｖa ll)L 、 ネ ッ ト ワ ー ク や シ ス テ ム の 管 理 ア プ リ ケ ー

シ ョ ン の た め の.IM ΛPI ゆlｖａ Ｘｈｍａβ･ｎ徙ｎにXPI （ デ ィ レ ク ト

リ サ ー ビ ス や ネ ー ミ ン グ サ ー ビ ス を サ ポ ー ト す るJNDI りａｖ;l

丶ａｍｉｎＭ; Ⅲd Directory hlle ｒｆａｃｅ) 、 ト ラ ン ザ ク シ ョ ン 竹 川 を サ

ポ ー ト す るJTS リａｖ;I Tr ａｎｓacti(､11 Ser ｖictls) 、 非 同J りjメ ッ セ ー

ジ ン グ を サ ポ ー ト す る 八IS けl ｖａ Ｍ ｅｓｓａｇｉｎｇ Ｓｅrｖice ｓ} な ど

がJlj 意 さ れ て お り 、 本 格 的 な 裂 務 ア プ リ ケ ー シ ョ ン を 構 築 で き

る

ｔ 国 で は 、
、laｖａ
を ミ ド ル ウ ェ ア と し て 活 川 す る 例 が 数 多 く 服

旨 さ れ て い る　 こ の 傾 向 は98 年:川 に 升 ン フ ラ ン シ ス コ で 問 催

さ れ たJa ｖ;ＩＯｎｃと い うJ; ｎ･ａの| 剔 発 行 会 議 の 発 衣 で も 、 は っ き り

と 読 み 取 る こ と が で き る　 今 年 で:引III川 を 迎 え たJava Ｏｎｃ ９８で

は 、|｣.000 人 も の 知 ｖａ開 発 者 が 染 ま っ た{ 写 真1 参 照}

ま た 、 オ ゾ ン Ｊユクl ヽ指 向 で あ る こ と を 活 か し て 、 ソ フ ト ウ ェ

ア を 部 品 化 す る 動 き も 活 発 化 し て い る　 こ れ に は 、 知 ｖal 仙 田s

と い う 技 術 が 使 わ れ る　J;1 ｖａＢｃａｌｌｓは 部 品 化 の た め の 仕 様 を 定

義 し た も の で 、 こ れ に 沿 ９ て 作 成 し た 部 品( Ｂｅａｎ と11乎ぶ) を

絹 み 介 わ せ る こ と で 、 プ ロ グ ラ ム を､|::か ず に ア プ リ ケ ー シ ョ ン

を 開 発 す る こ と も11｣'能 で あ る

剔111 で は 、 ボ タ ン や テ キ ス ト ・ フ ィ ー ル ド と い っ た 基 本 的 な

部 品 以 外 に 衣 計 算 、 グ ラ フ 描 川 、 デ ー タ ベ ー ス ア ク セ ス と い っ

た 部111111が す で に 販 売 さ れ て お り 、 こ の 流 れ は ま も な く 凵 本 に も

波 及 す る と 思 わ れ る

グラムにウイルスがしかけられていたり、内部情報を持ち出す　　プラットフォームとしてのJava

しくみが綢｡み込まれていたりと、セキュリテ川･｡の小安がある

そ の た め 、Java に は 鳥 度 な セ キ ュ リ テ ィ 機能 が 盛 り 込 ま れ てお

り 、信 帆 の お け る プ ロ グ ラ ム だ け を 実 行 す る こ とが11f能 で あ る

発 衣 当 初 は 、 い ろ い ろ な コ ン ピ ュ ー タで 動 く とい う こ と と 、

こ れ ま で の ウ ェ ブ ペ ー ジ が え字 と絵 とい う動 き の な い もの であ

-Ｊた の に 対 し てJa ｖaで は ア ニ メ ー ショ ン が動 く よ う に なっ た と

い う こ とで 注|| さ れ た が 、 蛾 近 で は 、 イ ン ター ネ ッ ト、 イン ト

ラ ネ ッ ト 、 エ ク スト ラ ネ ッ ト な ど で 裂務 アプ リ ケー シ ョ ン を 記

述 す る た め の ふ 冶と し て 注|| さ れ て い る

現 在 囗SO 　ht ｃrⅢｕiollalO  rｇ;11呶ａtio n for Stａｎｄ;|rdiｚalionl

でJa ｖａ技 術 の 標 準 化 炸 裂が 行 わ れ て お り 、 サ ンマ イ クロ シ ステ

ム ズがPASf ｕbliclｖ Λｖailablc SI 〕ｃｄ ｉｃａｌｉｏｌぶS ｕl〕mitｋ･r、

Ｇ･讚｣ 仕 様 案 の 提 案 鰒| 剔　 と し て 活 動 し て い る　 な お 、 サ ン が

仕 様決 定 のiﾓ 導 柚 を 持 つ こ と に 関 し て は 、 米卜|の メ ー カ ー か ら

は 反 発 も あ っ た が 、 国 際 的 な投 票 で 認 め ら れ て し ま９ た と い う

経 緯 が あ る

業務での利用が広がる

機能の拡張は急速な勢いで進められており、国|祭化機能も盛

･･インターネット白書'98

携帯 端糺 セットトップ・ボックス、ゲーム機など家庭での

ネットワーク接続戝器を ターゲットとしたPeｒｓoll;ll J;､ｖａ、携

帯電､乱 ＦΛＸ、ベ ージャーなど傚む組み込みを ターゲットと

した|{11bcdded Jaｖ;1、 スマートカードをターゲットとしたJ;lｖａ

写真1　98 年3月に行われたJava Ｏｎｅデベロッパーカンフア

レンズ。総合司会を務めたジョン・ケイジ氏
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写真2　 指輪型をし たJavaRing　　　　　　　　　　　　　　　　 －ボードの操作を教えるのが|| 的 ならば、パソコンを竹理する

JavaRing は スマートカードの機能を指輪の中に収めたもの　　　 負荷は人きすぎる　そのような川途ではＮＣの方が適している

今年は、ＮＣの将家を占う収人な年になりそうである

このように、Java はjilなる､t 諸ではなく、プラットフォーム

としての意味を持ちはじめており、Ｗｉｎｄｏｗｓがiﾐ 流を占める現

在のデスクトップ環境やサーバー環境に人きな影響を/♪える卜j’

能性を秘めている

Java をめぐる戦い

Cａrdな ど、、laｖａをJlj途に 合わせて機能を縮小したサブセット

のAPI もび場している

さらに、Jaｖａを機器組み込みにするときにO Sとし ての機能

ごと提供するJavaOS 、さ らには、Jaｖａバイトコードを|･111接 実

行するＣＰＵである卜､･;IChip など も開発されている　 これらの

しくみにより、クレジットカードから歙袞のJ,り幹システムまで、

すべてがJava とい う| つのプログラミング､? 語で動作する環境

を整えようという壮人な計11111が進 められているのである

写真2 は、JaｖａＲｉｎｇと11乎ばれる指輪咽をしたスマートカード

で、内部にはＣＰＵ、メモリと共にJava GIrd 化 様にもとづくシ

ステムが入っており、この巾でJaｖａプログラムが稼働する　写

真3 の ような簡甲､な インターフェ イスでパソコンとの迦信がIII’

能であり、|liりj･機能なども盛り込まれているため、個人帖 報を

､11:き込んでおけば佃人認証デバイスとして利川できる　米閥では

このような製品がすでに販売されている（hUp:　 ｗｗ､､･.ibｕ山）11.

ｃｏｍ ）

ＮＣ の 利 用 は 始 ま る の か

Jaｖａの ぴ 場 と と も に 、ＮＣ ぷetwork Ｃｏｍｐｕler ） と 呼 ば れ

る 端 末が パ ソ コ ン に 収 っ て 代 わ る と 騒 が れ た が 、 こ の と こ ろ な

り を 潜 め て い る　 オ フ ィ スで パ ソ コ ン を 代 え て 使 う と 、iい な が

ら 、 ソ フ ト ウェ ア が な に も な か っ た か らで あ る　 し か し そ の ソ

フ ト ウ ェ ア もロ ー タ スのeSuile  (hllp:　 ｗｗｗ.lotｕｓ.。）.jp） を

は じ め とし て 、オ フ ィス ス イー ト と 呼 ば れ る 衣 計 算 、ワ ー プ ロ 、

プ レ ゼ ンテ ー シ ョ ン ツー ル な ど の ア プ リ ケ ー ショ ン の 出 荷 が よ

う や く 始 まろ う と し て い る

こ の よう な ソ フ ト ウェ ア にお い て 問 題 と な る の は 、 こ れ まで

Ｃや Ｃ＋＋で､I:=い てあ っ た プ ロ グ ラ ム を･il,純 にJa ｖａに｡1 :: き 換 え る

だ け で はう ま く い か ない と い う こ と で あ る　Ja ｖａの 機 能 を活 か

Jｓ･ａをWilldo ｗｓ環 境 で 最 適 化 さ せ る こ と で 顧 客 の 川 い 込 み

を 狙 う マ イ ク ロ ソ フ ト と 、 オ ー プ ン な 環 境 で プ ラ ット フ ォ ー ム

か ら ぴ）独､y.を め ざ す サ ンの 闘 で は 、し 烈 な 戦 い が 始 ま っ て い る

廾 ンは 、Java でjl::か れ た プ ロ グラ ム が ど の よ う なJ21ｖａ環 境 で

も 動 作 す る こ と を 保 証 す る た め に 【 】00％P ｕｒｅ Java ］ と い う キ

ャ ン ペ ー ン を 行 っ て い る　 こ れ に よ り 、 一皮､11:い たプ ロ グ ラ ム

は ど こ で で も 実 行 で きる と い うWrite Ｏｎｃｃ, Rｕｎ Λｎyｗhcｒｃ」

と い うJ111想 的 な 環 境 が 実 現 で きる

ま た 、 マ イ ク ロ ソ フ ト に よ るja ｖａの Ｗｉｎｄｏｗｓへ の 最 適 化 に

袞を 煮 や し た サ ンは 、 マ イク ロ ソ フ ト に 対 し て 、 マ イ クロ ソ フ

ト のJaｖａ製111111が 〕ａｖａ」 の 適 介性 が 俑､忍さ れ る ま で ロ ゴの 使 川

差し|llめ を 唆 求 す る 戴 判 を 起 し 、98 年3 川21 日 に サ ン のiﾐ 張 が

令 ㈲的 に ぶ め ら れ る 形 で 仮 処 分 が ド さ れ た　 こ れ に よ り、 マ イ

クロ ソ フト は サ ンの テ スト に 迦 る ま で 、 自 礼 の 製 品 にJaｖａの 口

ゴ を 使 うこ と が で き な く な っ た

･万 で 、 そ のII' lﾐ前 の3 月20 囗 に 、 ヒ ュ ー レ ッ ト ．パ ッ カ ー ド

が プ リ ン タやPD Λ な ど に 組 み 込 む こ と を|| 的 と す るJa ｖaVXII と

クラ ス ラ イブ ラ リ を 発 衣 し た　 こ の ＶＭ は 、Java の サ ブ セ ッ ト

で あ る た め 、 マ イ クロ ソ フ ト の 場 合 と 同 様 にJava と い う 商 標 が

使 え る か ど う か 疑 問 で あ る　 両 社 の 間 で 今 後、 ど の よ う な 交 渉

が 行 わ れる の か 注 川 し た い

Java の 発展は続く

インター ネッjヽ とい う追い風にのって登場したJaｖａである

が、ここで述べたようにその活躍の場はインターネットにとど

まらない　袰務システムから家電製品やクレジットカードまで、

幅広い分野で利川11｣'能である　 そして、これらがネットワーク

でっながることでさらに強力なパワーを発揮するため、インタ

ーネットにと！jて もJava は 収要なプラットフ ォームになる

｣;､ｖ;lブ ームが 一段落して本格的な利川が始まろうとしている

今年は、Jaｖａがブレ イクする記念すべき年になるものと楽しみ

にしている

(熊 谷､誠治・株式 会社屯迦国|なtllj°報サービス)

すためには、オブジェクト指向に雌づいた段計に変吏しなけれ　　写真3　JavaRing のパソコン用インターフェイス

ばならない　これには人きな|ﾐ数が必要である　しかし、オブ　　このような簡単な装置でJavaRing の情報が読み取れる

ジェクト指向で丙設計し、機能をうまく部品化していけば、ij1

にアプ リケーション・ スイートを作る とい うだけ でなく、

Ｂｃａｎｓ仕様の部111111とし ても販売することがjl｣'能となる

ソフトウェアの品揃えに介わせる形で、ＮＣのハードウェア

もようやく本格的な販売が始まろうとしている　 やはり、ソフ

トがなければただの箱なのである　ＮＣは オフ ィスで使うこと

を前提に考えられていたが、最近になって新たな川途が検討さ

れている　学校での利jljであ る

学校へのパソコンの導人が進められているが、コストがどう

しても鳥くなるという闘題と、｣ 供゙たちが勝Ｆに設定を変皀し

てしまうために動かなくなるという問題が発乍している　 パソ

コンの操作を教育するのであればしかたがないが、ＷＷＷによ

る情啝検索、電f･ メールといったインターネット利Jlj方法やキ

１６５ インターネット白書'98  <
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